
ＪＡ全農県本部がＪＡ

に提示する2021年産

米の概算金が出そろ

いました。前年産から

２ 、 ３ 割 （ 2,000 ～

3,000円）下げる産地

が多く、特に業務用

途の銘柄は下落幅が

大きいです。20年産

米の在庫が多く余剰

感が強く、販売環境

も見通しにくいため、

慎重に設定する産地

が相次いでいます。

需給状況や販売環

境が改善すれば、追

加払いを検討する産

地も。１等60㌔当たり

宮城「ひとめぼれ」、

生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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ＪＡ全中は農水省の緊急対策事業

を活用し、全国の子ども食堂支援

団体や自治体など約760カ所に、

精米約140㌧を贈りました。盛岡市

のNPO法人は１世帯当たり３合、３

人以上の世帯には７合を、計114

世帯に配りました。 （9 /14付5面）

今週の記念日
★9月21日
「月見酒の日」
1637年創業の
京都府京都市伏
見の老舗日本酒
メーカー・月桂冠
が制定。まろや
かな味わいと、
すっきりとしたあ
と味が特徴のお
酒「つき」を、より
多 く の 人 に 味
わってもらうのが
目的。日付は銘
柄名から月が一
年で最も美しく、
風流な「月見酒」
を楽しむのにふ
さわしい「中秋の
名月」の日としま
した。

＜日本記念日協会から＞

福島・中浜通り「コシ

ヒカリ」で3,000円前後、

青森「まっしぐら」は

3,400円下げました。

（9/11付1面）



日本農業新聞 東北支所 〒980-0011 仙台市青葉区上杉１-２-１６ ＴＥＬ：022（264）8680／ＦＡＸ：022（264）0951

青森・ＪＡ十和田おいらせは、今春採用した職員や子

会社職員向けに、ブランド野菜「ＴＯＭ-ＶEGE（トム・

ベジ）」勉強会を開きました。産直施設「かだぁ～れ」

の来客に商品力の高さを披露します。（9/11付10面）

日本農業新聞 東北支所 （編集担当記者） 高内 杏奈
家でガリガリ君を食べながら「何か夏らしいことをしたい」と思っていましたが、どこか
らともなく香るキンモクセイに、迫る秋を感じました。あっという間に９月。祖母に話すと
線香花火を出しながら「おらいの１年はF1（モータースポーツ）くらいの速さだは」と言い、
レーシングカーを操る祖母を想像してしまいました。私はまだ電動自転車くらい。残りの
２０２１年を大切に過ごしたいものです。

青森県りんご対策協議会が

「青森りんご検定」を始め、８

月からホームページで公開し

ています。延べ１万人超が受

験するほど人気。基礎編（50

問）と超上級編（100問）があり、

基礎編は８割以上、超上級

編は全問正解が合格ライン。

日本一の青森ならではの難

問もあります。（9/15付15面）

ＪＡ静岡市は、同市の宅配業者ヨキネや海野新聞店と連携、新聞店の宅配網を生かし、

直売所の新鮮野菜を宅配で販売しています。新型コロナ禍で外出や買い物に苦労す

る高齢者を中心に利用。一人暮らしの安否確認にもなっています。 （9/11付5面）


